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検
討
し
た
い
。
❺
免
除
制
度

の
継
続
に
つ
い
て
市
の
独
自

減
免
も
視
野
に
入
れ
た
検
討

を
し
て
い
る
。
❻
大
和
町
大

草
の
土
砂
災
害
の
現
場
以
外

は
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
危
険
箇
所
で
あ
り
今
後

も
検
証
を
行
う
。
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
未
作
成

小
学
校
区
に
つ
い
て
早
期
の

作
成
を
県
に
要
望
す
る
。

産
廃
処
分
場
建
設
に

市
と
し
て
不
同
意
を

問
産
廃
処
分
場
建
設
を
め

ぐ
っ
て
は
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を

絶
た
ず
、
水
･
大
気
･
土
壌

汚
染
な
ど
環
境
破
壊
が
計
り

知
れ
な
い
。
事
業
者
か
ら
住

民
へ
の
不
誠
実
な
回
答
ぶ
り

に
不
安
が
募
り
、
反
対
の
機

運
が
広
が
っ
て
い
る
。
市
は

事
業
者
に
対
し
、
県
へ
の
許

可
申
請
を
撤
回
す
る
よ
う
折

衝
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
県
に
対
し
市
民
団
体
か

ら
２
万
人
の
反
対
署
名
が
提

出
さ
れ
、
市
民
が
不
安
に
感

じ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
市
と
し
て
は
法
に

基
づ
き
中
立
の
立
場
で
対
応

す
る
。
不
安
を
解
消
で
き
る

よ
う
県
と
連
携
し
て
い
く
。

平成30年10月定例会

一般質問 市政を問う
　今定例会では10月11日、12日、15日に一般質問が行われ、15人の議員が質問に立
ちました。
　その主な内容を、紙面の都合上、１人２項目以内に要約して掲載しました。
　掲載事項は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　詳細な内容は、会議録を製本の後、三原市議会事務局、市役所情報公開コーナー、
三原市中央図書館に置いています。また、三原市ホームページでも閲覧できますので
ご覧ください。（会議録の製本には、議会終了後おおむね３カ月を要します。）
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問
豪
雨
災
害
の
検
証
と
今

後
の
改
善
策
に
つ
い
て
６
点

問
う
。
❶
断
水
時
に
高
齢
者

や
障
害
者
が
孤
立
し
た
が
、

対
応
と
改
善
策
及
び
周
知
の

課
題
は
。
❷
今
回
の
被
害
は

人
災
だ
と
の
指
摘
が
あ
る
。

沼
田
川
の
土
砂
や
中
洲
の
撤

去
に
続
い
て
支
流
の
整
備
に

直
ち
に
と
り
か
か
り
、
今
後

の
改
修
に
つ
い
て
住
民
意
見

を
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
❸
国
や
県
の
事
業
で

は
対
応
で
き
な
い
小
規
模
な

被
害
に
つ
い
て
市
独
自
の
支

援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

❹
被
災
事
業
者
の
被
害
も
甚

大
だ
が
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金

や
持
続
化
補
助
金
へ
の
市
の

上
乗
せ
施
策
は
。
❺
被
災
者

が
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る

ま
で
医
療
費
や
介
護
保
険
利

用
料
の
免
除
の
継
続
が
必
要

で
は
な
い
か
。
❻
人
的
災
害

発
生
箇
所
の
検
証
と
新
た
な

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を

急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
❶
全
庁
体
制
で
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
。
早
く
的

確
な
情
報
を
届
け
る
こ
と
も

市
全
体
の
課
題
だ
。
❷
支
川

の
対
策
も
本
川
の
進
捗
と
調

整
し
計
画
的
に
実
施
す
る
。

今
後
の
改
修
計
画
に
は
住
民

の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う

県
に
働
き
か
け
る
。
❸
13
万

円
未
満
の
被
害
農
地
へ
独
自

支
援
を
現
在
検
討
し
て
い

る
。
❹
経
営
再
建
や
事
業
継

続
に
向
け
て
市
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
施
策
を
引
き
続
き

豪
雨
災
害
の
検
証
と
復
旧
事
業
に
つ
い
て

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

臨時の給水所で水を求める市民
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一　　般　　質　　問

今
後
の
対
策
に
反
映
す
る
。

問
被
災
さ
れ
た
市
民
の
ほ

と
ん
ど
は
、
１
階
部
分
を
被

災
さ
れ
て
お
り
、
Ｆ
Ｍ
告
知

端
末
も
テ
レ
ビ
等
の
電
化
製

品
も
使
え
な
い
状
況
だ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
行
政
は

様
々
な
施
策
の
方
向
性
、
支

援
内
容
等
を
決
定
し
た
が
、

住
民
の
全
て
に
情
報
は
伝

わ
っ
て
い
な
い
し
、
間
違
っ

た
情
報
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い

た
。
特
に
、
避
難
所
に
来
ら

れ
ず
、
被
災
後
も
自
宅
２
階

で
過
ご
さ
れ
て
い
た
方
に
情

報
が
全
く
伝
わ
っ
て
い
な

い
。

　

今
後
は
、
ネ
ッ
ト
の
活
用

が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
ま
た
、
郵
便
局
の
タ
ウ

ン
プ
ラ
ス
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す
れ

ば
、
地
域
を
指
定
す
る
だ
け

で
、
全
戸
に
配
布
物
を
配
布

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
ど
う

か
。

答
被
災
さ
れ
た
市
民
へ
の

効
果
的
な
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
証
の
中
で

整
理
し
、
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
タ
ウ
ン
プ
ラ

ス
は
、
情
報
共
有
の
手
段
と

し
て
は
大
変
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。

問
災
害
発
生
後
の
職
員
配

置
に
つ
い
て
、
市
民
の
声
が

届
き
や
す
く
、
即
座
に
行
動

に
繋
が
る
職
員
配
置
を
問

う
。

答
大
規
模
災
害
時
に
お
い

て
全
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

災
害
対
応
業
務
を
行
う
よ
う

災
害
対
策
行
動
要
領
及
び
業

務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
検

討
す
る
。

問
避
難
準
備
、
避
難
勧

告
、
避
難
指
示
の
周
知
方
法

に
つ
い
て
、
三
原
市
本
郷
町

で
は
、
多
く
の
住
民
が
自
宅

２
階
に
取
り
残
さ
れ
た
。

　

逃
げ
お
く
れ
た
方
の
中
に

は
、
避
難
情
報
を
聞
か
れ
た

方
も
お
ら
れ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が

避
難
し
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
事
実
を
見
れ
ば
、
今
の
や

り
方
で
は
不
十
分
で
、
そ
こ

に
何
ら
か
の
原
因
が
あ
っ
た

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
周

知
方
法
で
は
、
ど
の
単
語
が

緊
急
度
が
高
い
の
か
分
か
ら

な
い
。
他
の
方
法
を
検
討
し

な
い
の
か
。

答
避
難
行
動
に
つ
い
て

は
、
内
部
で
の
検
証
を
進
め

る
。
ま
た
、
広
島
県
が
実
施

す
る
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に

関
す
る
県
民
の
避
難
行
動
検

証
作
業
に
協
力
し
、
早
目
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
る
効
果

の
高
い
周
知
方
法
の
あ
り
方

の
検
討
な
ど
、
そ
の
結
果
を

問
今
回
の
災
害
で
、
指
定

避
難
所
が
浸
水
被
害
を
受
け

た
。
住
民
の
安
心
・
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
今
後
避
難

所
の
開
設
に
は
、
公
有
地
の

中
で
確
保
す
る
の
で
な
く
、

私
有
地
で
の
土
地
・
建
物
の

検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
問

う
。

答
避
難
所
の
候
補
と
な
る

施
設
に
つ
い
て
地
元
協
議
等

を
推
進
し
、
地
域
防
災
計
画

上
の
避
難
所
と
し
て
の
活
用

を
目
指
す
。

問
災
害
発
生
時
に
お
け
る

消
防
団
の
動
き
は
ど
う
だ
っ

た
か
問
う
。

答
大
規
模
災
害
に
お
け
る

消
防
団
の
活
動
は
、
消
防
団

長
の
指
示
に
よ
り
方
面
隊
長

が
支
所
及
び
分
団
屯
所
に
待

機
し
、
各
分
団
長
に
指
示
し

て
い
る
。

　

地
域
に
密
着
し
た
消
防
団

員
が
戸
別
の
声
掛
け
や
避
難

誘
導
を
実
施
し
、
住
民
の
不

安
解
消
に
努
め
る
。

問
「
避
難
行
動
要
支
援
者

同
意
者
名
簿
」
の
取
り
組
み

と
普
及
の
強
化
に
つ
い
て
問

う
。

答
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿

（
要
介
護
３
以

上
、
75
歳
以
上
の

独
居
及
び
高
齢
者

の
み
世
帯
の
高
齢

者
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
・
２

級
、
療
育
手
帳

A
・
Ⓐ
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手

帳
１
級
の
い
ず
れ
か
を
保
有

し
て
い
る
人
全
て
を
対
象

に
、
氏
名
・
住
所
等
記
載
し

た
名
簿
）
で
、
こ
の
内
、
情

報
共
有
に
つ
い
て
同
意
を
さ

れ
た
人
の
名
簿
（
避
難
行
動

要
支
援
者
同
意
者
名
簿
）

は
、
自
主
防
災
組
織
等
が
市

と
協
定
を
締
結
し
、
避
難
行

動
に
活
用
し
て
い
る
。

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め

の
「
共
助
」
の
仕
組
み
と
し

て
、
市
内
全
域
に
広
が
る
よ

う
強
化
を
図
る
。

や
ま
み
三
原
運
動
公

園
、
白
竜
湖
ス
ポ
ー
ツ

村
公
園
の
キ
ャ
ン
セ
ル

料
金
の
規
定
に
つ
い
て

問
両
施
設
で
使
用
料
の

キ
ャ
ン
セ
ル
料
金
の
取
り
扱

い
が
違
っ
て
い
る
。

　

特
に
予
備
日
で
の
キ
ャ
ン

セ
ル
料
金
の
期
限
・
金
額

の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
問

う
。

答
両
施
設
と
も
公
の
施
設

で
、
平
成
19
年
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
独
自
性

を
保
ち
な
が
ら
運
営
し
て
い

る
が
、
改
善
で
き
る
点
は
改

善
で
き
る
よ
う
提
案
を
促

し
、
一
層
の
施
設
の
効
用
発

揮
に
努
め
る
。

西
日
本
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
し
た

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

平ひ
ら

本も
と 

英え
い

司じ 

議
員

西
日
本
豪
雨
災
害
を
経
験
し
て

見
え
た
課
題

杉す
ぎ

谷た
に 

辰た
つ

次じ 

議
員

旧和木小学校避難所でのボランティア活動

レスキュー隊による救助活動
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一　　般　　質　　問

答
❶
指
定
避
難
所
と
同
様

に
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
が
、
支
援
が
遅
れ
申
し
訳

な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
自
主
避
難
所
か

ら
の
情
報
や
、
連
携
の
構
築

が
円
滑
に
行
え
る
体
制
づ
く

り
を
検
討
す
る
。

❷
船
木
地
域
で
は
多
く
の

方
々
が
不
安
と
不
自
由
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
、
地
域
行

事
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

停
滞
し
、
地
域
力
の
弱
ま
り

が
懸
念
さ
れ
る
。
地
域
支
え

合
い
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、

地
域
の
協
力
が
不
可
欠
で
、

船
木
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
地
域
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
む
。

ア
ル
ミ
缶
問
題
に
関

す
る
不
起
訴
処
分
に

つ
い
て

問
❶
不
起
訴
と
な
っ
た
こ

と
を
市
は
ど
う
と
ら
え
て
い

る
の
か
。

❷
不
起
訴
に
係
る
職
員
の
派

遣
元
で
あ
る
市
の
責
務
と
対

処
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

答
❶
「
嫌
疑
不
十
分
に
よ

る
不
起
訴
」
と
い
う
広
島
地

方
検
察
庁
の
捜
査
結
果
の
確

認
が
さ
れ
、
本
件
の
原
因
に

つ
い
て
な
に
も
確
証
が
得
ら

れ
ず
、
究
明
が
果
た
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
残
念
。

　

今
後
は
、
再
発
防
止
の
取

り
組
み
の
継
続
と
業
務
改
善

の
努
力
を
組
合
に
対
し
求
め

て
い
く
。

❷
長
年
に
わ
た
り
不
燃
物
処

理
工
場
の
施
設
の
不
備
と

管
理
体
制
が
十
分
で
な
か
っ

た
と
し
て
、
工
場
長
が
謝
罪

し
、
管
理
者
及
び
副
管
理
者

か
ら
謝
罪
と
道
義
的
責
任
を

取
る
と
し
て
、
平
成
30
年
度

給
料
の
「
自
主
返
納
」
の
申

し
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
も
、
業
務
改

善
等
に
早
期
の
対
応
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
に
一
定
の
責

任
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
事
務
組
合
に
対

し
、
再
発
防
止
と
業
務
改
善

の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
市

民
の
信
頼
回
復
に
努
め
る
と

と
も
に
、
本
市
よ
り
派
遣
し

て
い
る
職
員
へ
の
、
厳
し
い

指
導
の
徹
底
を
求
め
て
い

く
。

問
❶
自
主
避
難
所
を
公
設

避
難
所
と
し
て
扱
う
こ
と
が

遅
れ
た
理
由
を
問
う
。

❷
本
市
の
地
域
支
え
合
い
セ

ン
タ
ー
と
、
船
木
地
域
支
援

セ
ン
タ
ー
の
連
携
の
必
要
性

に
つ
い
て
問
う
。

問
７
月
豪
雨
の
総
雨
量
は

４
３
０
㎜
で
、
６
日
の
24
時

間
雨
量
は
２
９
０
㎜
と
記
録

的
な
大
雨
と
な
っ
た
。
沼
田

川
は
６
カ
所
で
氾
濫
し
、
本

郷
地
域
で
は
約
３
３
５
ha
が

浸
水
し
、
住
家
は
１
２
１
４

戸
、
工
場
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

事
業
所
は
１
７
９
件
の
浸
水

被
害
だ
っ
た
。
❶
椋
梨
ダ

ム
・
福
富
ダ
ム
の
放
流
に
つ

い
て
、
住
民
へ
の
周
知
の
あ

り
方
と
洪
水
調
節
の
問
題
は

な
か
っ
た
の
か
。
❷
河
川
内

の
堆
積
土
砂
や
樹
木
が
流
れ

を
妨
げ
、
氾
濫
の
一
因
で
あ

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
県

の
計
画
で
は
平
成
28
年
よ
り

５
年
間
で
２
・
９
㎞
実
施
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
ど
う

か
。
❸
長
谷
か
ら
船
木
大
橋

ま
で
を
11
工
区
に
分
け
て
土

砂
の
撤
去
・
伐
採
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
計
画

を
問
う
。
❹
堤
防
を
越
水
し

た
箇
所
は
全
て
か
さ
上
げ
す

る
か
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
設
置

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
❶
「
今
後
の
水
害
・
土

砂
災
害
あ
り
方
検
討
会
」
に

お
い
て
、
今
後
の
対
策
の
あ

り
方
を
取
り
ま
と
め
る
。
❷

２
カ
年
で
延
長
３
０
０
ｍ
で

あ
る
。

❸
現
在
は
流
下
能
力
の
向
上

を
図
る
た
め
に
緊
急
的
に

行
っ
て
お
り
、
改
修
計
画
を

策
定
し
実
施
さ
れ
る
。

❹
「
今
後
の
水
害
・
土
砂
災

害
あ
り
方
検
討
会
」
の
結
果

を
踏
ま
え
て
計
画
さ
れ
る
。

問
菅
川
の
決
壊
は
３
カ
所

で
沼
田
川
の
合
流
位
置
、
す

な
わ
ち
堂
谷
地
区
は
沼
田
川

の
水
位
が
上
が
っ
た
こ
と

で
、
菅
川
の
水
が
流
出
で
き

な
く
な
る
「
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
現
象
」
が
発
生
し
、
行

き
場
を
失
っ
た
大
量
の
水
が

堤
防
を
越
え
決
壊
し
た
。
❶

Ｊ
Ｒ
の
橋
の
橋
台
と
堤
防
を

擁
壁
と
し
橋
台
の
パ
ラ
ペ
ッ

ト
に
タ
ッ
チ
さ
せ
て
は
ど
う

か
。
❷
決
壊
し
た
箇
所
は
ブ

ロ
ッ
ク
積
で
復
旧
を
。
❸
梨

和
川
は
菅
川
と
同
様
に
バ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
で
左
岸

の
堤
防
が
決
壊
し
た
。
左
岸

の
堤
防
を
高
く
、
河
川
を
ブ

ロ
ッ
ク
積
と
し
て
、
堤
防
の

樹
木
を
伐
採
し
、
管
理
で
き

る
よ
う
に
、
堤
体
の
機
能
強

化
を
望
む
が
ど
う
か
。

答
❶
被
害
状
況
や
要
因
の

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
構
造

を
検
討
す
る
。
❷
決
壊
場
所

に
つ
い
て
は
、
護
岸
ブ
ロ
ッ

ク
構
造
と
す
る
。
❸
堤
体
の

構
造
は
「
あ
り
方
検
討
会
」

を
踏
ま
え
て
計
画
さ
れ
る
。

ま
た
、
堤
防
の
伐
採
は
両
岸

と
も
現
在
作
業
を
進
め
て
い

る
。

■
そ
の
他
の
質
問
事
項

● 

公
園
に
高
齢
者
用
「
健
康

遊
具
」
の
設
置
を
！

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

伊い

藤と
う 

勝か
つ

也や 

議
員

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

加か

村む
ら 

博ひ
ろ

志し 

議
員

船木地区の浸水被害状況

本郷町（原市沖）の水害
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豪
雨
災
害
に
備
え
た
河
川

の
護
岸
改
修
に
つ
い
て

問
河
川
の
護
岸
改
修
に
つ

い
て
、
毎
年
要
望
し
て
き
た

箇
所
が
、
今
回
の
豪
雨
で
崩

壊
し
、
圃
場
、
生
活
道
路
も

な
く
な
り
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。
護
岸
改
修
の
要
望

へ
の
対
応
は
。

答
地
域
か
ら
の
要
望
は
、

そ
の
都
度
県
へ
伝
え
、
改
修

を
要
望
し
て
き
た
。
今
回
の

災
害
で
被
害
が
生
じ
た
仏
通

寺
川
の
護
岸
に
つ
い
て
は
、

県
が
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

早
期
の
工
事
着
手
を
図
る
。

一　　般　　質　　問

仏通寺川の護岸崩壊

復
旧
事
業
に
つ
い
て
。

答
１
カ
所
の
工
事
費
が
40

万
円
以
上
は
、
国
の
農
地
災

害
復
旧
事
業
で
取
り
組
み
、

13
万
円
か
ら
40
万
円
ま
で

は
、
市
単
独
で
小
災
害
復
旧

事
業
で
取
り
組
む
。
13
万
円

未
満
は
、
農
業
者
自
ら
農
地

を
復
旧
す
る
場
合
の
支
援
に

つ
い
て
財
源
の
確
保
を
含
め

前
向
き
に
取
り
組
む
。

問
河
川
か
ら
の
農
業
用
水

の
取
水
口
で
あ
る
井
堰
の
復

旧
に
つ
い
て
。

答
工
事
費
が
40
万
円
以
上

は
、
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
で
21
カ
所
の
復
旧
に
取

り
組
む
。
40
万
円
未
満
は
、

市
単
独
事
業
で
７
カ
所
の
復

旧
事
業
に
取
り
組
む
。
そ
れ

以
外
の
軽
微
な
修
繕
や
石
版

の
破
損
箇
所
等
は
市
単
独
事

業
で
対
応
す
る
。
緊
急
仮
設

的
な
対
応
も
含
め
、
翌
年
の

田
植
え
に
間
に
合
わ
せ
る
工

夫
を
関
係
者
と
検
討
す
る
。

問
小
規
模
崩
壊
地
復
旧
事

業
に
つ
い
て
。

答
対
象
の
確
認
を
行
う
箇

所
は
約
１
２
０
カ
所
、
以
前

同
事
業
で
作
ら
れ
た
施
設
が

さ
ら
に
被
災
し
、
再
事
業
が

必
要
に
な
っ
た
箇
所
も
含
め

県
へ
の
追
加
要
望
と
と
も
に

単
市
事
業
の
実
施
を
引
き
続

き
行
い
早
期
復
旧
に
努
め

る
。

　

事
業
実
施
が
複
数
年
に
わ

た
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
地
元
及
び
消
防
・
危

機
管
理
部
署
と
の
連
携
を
図

り
、
防
災
を
含
め
た
災
害
防

止
に
努
め
る
。

問
管
理
点
検
が
で
き
て
い

な
い
、
た
め
池
の
今
後
に
つ

い
て
。

答
廃
止
要
望
の
出
て
い
る

も
の
で
権
利
関
係
の
整
理
が

つ
い
た
、
た
め
池
か
ら
国
の

農
村
地
域
防
災
・
減
災
事
業

や
県
の
緊
急
た
め
池
整
備
事

業
を
活
用
し
て
廃
止
す
る
。

問
災
害
に
遭
っ
た
農
地
の

問
沼
田
川
の
み
な
ら
ず
、

天
井
川
は
じ
め
、
梨
和
川
・

仏
通
寺
川
・
菅
川
の
対
策
に

つ
い
て
。

答
天
井
川
な
ど
の
河
川
に

つ
い
て
、
沼
田
川
の
進
捗
状

況
と
調
整
し
な
が
ら
計
画
的

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
県
の
警
報
サ
イ
レ
ン
を

な
ぜ
鳴
ら
さ
な
い
の
か
。
７

月
６
日
午
後
６
時
、
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
、
ダ
ム
が
最

大
の
放
流
を
し
て
い
る
時
間

帯
に
こ
そ
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

答
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
等
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
、
豪
雨
災
害
に

お
け
る
ダ
ム
の
検
証
や
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
、
議
論
さ

れ
る
よ
う
県
に
働
き
か
け

る
。

問
松
江
久
米
田
排
水
機
場

は
沼
田
川
の
越
水
に
よ
り
浸

水
し
、
今
後
の
対
策
と
し
て

❶
道
路
の
か
さ
上
げ
な
ど
の

改
修
工
事
に
つ
い
て
。
❷
松

江
か
ら
沼
田
川
ま
で
の
砂
田

川
と
水
路
の
浚
渫
と
草
や

竹
・
樹
木
伐
採
を
早
期
に
し

て
は
ど
う
か
。
❸
高
能
力
排

水
機
を
備
え
た
排
水
機
場
建

設
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
❶
沼
田
川
堤
防
と
兼
用

道
路
で
、
県
と
協
議
が
必
要

で
あ
る
。
❷
早
急
に
現
地
を

調
査
し
て
、
通
水
断
面
を
著

し
く
阻
害
し
、
緊
急
に
対
策

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
箇

所
か
ら
対
応
す
る
。
❸
周
辺

の
状
況
は
平
成
２
年
の
建
設

当
初
と
変
わ
り
、
ま
ず
は
調

査
を
行
い
、
排
水
状
況
の
把

握
に
努
め
る
。

問
農
地
・
山
林
・
農
道
・

農
機
具
な
ど
の
被
災
、
工
場

や
商
店
な
ど
の
浸
水
被
害

等
、
農
業
者
や
中
小
企
業
者

が
農
業
や
事
業
の
意
欲
を
な

く
し
か
ね
な
い
。
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答
災
害
査
定
は
、
12
月
ま

で
行
わ
れ
、
３
カ
年
事
業
と

し
て
復
旧
工
事
を
実
施
予

定
。
10
月
議
会
で
、
80
農
業

者
の
農
機
具
、
３
０
０
農
業

施
設
の
再
取
得
・
修
繕
な
ど

３
億
８
７
０
０
万
円
予
定
。

中
小
企
業
者
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て
三
原
臨
空
商
工
会
に

グ
ル
ー
プ
補
助
金
申
請
に
係

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
一

次
申
請
で
97
事
業
所
で
申
請

済
み
。

問
❶
市
は
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ま
ず
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
。
❷
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で

市
役
所
や
市
街
地
が
被
災
し

た
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

か
。

答
❶
自
主
防
災
組
織
の
設

立
を
進
め
、
災
害
に
備
え
て

い
く
。
❷
減
災
の
考
え
方
を

基
本
に
、
災
害
が
発
生
し
て

も
人
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

重
要
視
し
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

西
日
本
豪
雨
に
お
け
る
農
林
水
産
業

の
復
興
支
援
に
つ
い
て

陶す
え　

 

範の
り

昭あ
き 

議
員

西
日
本
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

宮み
や

垣が
き 

秀ひ
で

正ま
さ 

議
員

越水した天井川（沼田東郵便局周辺）


